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人
類
の
祖
先
が
地

球
上
に
誕
生
し
た
の

は
７
０
０
万
年
前
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
人
類
が
、
多
く
の

努
力
を
積
み
重
ね
て

命
を
繋
ぎ
今
日
に
至

っ
て
い
る
▼
５
０
０

０
年
前
の
暮
ら
し
を
今
に
伝
え
る

青
森
市
の
三
内
丸
山
遺
跡
に
は
、

直
径
１
ｍ
・
高
さ
16
ｍ
の
栗
の
柱

が
４
ｍ
間
隔
で
２
列
に
、
２
ｍ
の

深
さ
で
埋
め
ら
れ
た
建
造
物
が
あ

る
と
い
う
。
見
張
り
台
・
神
殿
・

天
文
台
か
と
何
に
使
っ
た
か
は
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
大
人
２
０

０
人
の
労
働
力
が
必
要
だ
っ
た
だ

ろ
う
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
争
い

事
が
あ
れ
ば
で
き
な
い
事
業
だ
っ

た
し
、
事
実
こ
の
遺
跡
か
ら
戦
争

に
じ
か
に
つ
な
が
る
遺
物
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
▼
し
か
し

そ
の
後
に
続
く
人
た
ち
は
戦
争
を

行
う
よ
う
に
な
り
、
今
日
で
も
戦

禍
は
絶
え
な
い
。
そ
ん
な
中
で
せ

め
て
も
の
救
い
は
、
か
つ
て
の
軍

国
主
義
が
進
め
た
15
年
戦
争
の
反

省
の
上
に
立
ち
、
私
た
ち
は
70
年

近
く
も
戦
争
で
殺
し
た
り
殺
さ
れ

た
り
し
な
い
で
暮
ら
し
て
き
た
事

実
で
あ
り
、
そ
の
暮
し
を
し
っ
か

り
と
支
え
続
け
て
き
た
平
和
憲
法

の
存
在
だ
▼
そ
の
憲
法
が
今
、
破

壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。〝
特

権
階
級
は
何
を
し
て
も
よ
い
〞と

考
え
る
、
苦
労
を
知
ら
な
い
世
襲

議
員
の
総
理
大
臣
が
率
い
る
内
閣

の
解
釈
と
い
う
姑
息
な
手
段
で
、

戦
争
を
す
る
国
と
、
押
し
付
け
に

よ
る
一
元
的
な
社
会
が
つ
く
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
国
を
守
る
た

め
の
愛
国
心
や
平
和
主
義
の
連
呼

は
、
戦
争
し
た
い
人
た
ち
が
好
ん

で
使
う
、
人
殺
し
に
国
民
を
巻
き

込
む
た
め
の
常
と
う
手
段
だ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼
世

の
中
が
悪
い
方
向
に
進
ん
で
い
る

の
は
紛
れ
も
無
い
事
実
だ
が
、
多

様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
平
和

で
安
全
で
豊
か
な
人
間
社
会
を
求

め
て
活
動
す
る
人
た
ち
が
全
国
各

地
に
い
る
。
連
帯
を
広
げ
平
和
憲

法
を
守
り
抜
こ
う
（
Ｓ
）

　

地方本部組織・教宣
部 長 合 同 会 議

◇
５
月
加
入
の
青
年
も
経
過
と
抱
負
報
告
◇

阿
部
茂
樹　

・
木
村
成
克　
さ
ん
加
入
は

計
り
知
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
く
れ
た

組
織
・
教
宣
活
動
の
一
体
化
で
拡
大
を

組
織
・
教
宣
活
動
の
一
体
化
で
拡
大
を

＝＝花巻市議選＝＝

　

地
方
本
部
主
催
の
「
組
織
部
長
・
教
宣
部
長
合
同
会
議
」
が
５
月
31
（
土
）
、
盛
岡
市
・
リ
リ
オ
で
関

係
者
約
50
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
で
は
各
級
機
関
の
組
織
部
長
・
教
宣
部
長
が
一
堂
に
会
し
組
織
拡
大
に
取
り
組
め
た
分
会
や
、
機

関
紙
活
動
を
定
期
的
に
取
り
組
め
て
い
る
分
会
の
成
果
や
反
省
点
を
共
有
し
、
組
織
部
・
教
宣
部
の
活
動

を
一
体
化
さ
せ
、
分
会
活
動
の
活
性
化
と
さ
ら
な
る
拡
大
を
勝
ち
取
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
国
労
加
入
し
た
北
上
工
務
分
会
の
木
村
成
克
さ
ん
も
参
加
し
、
国
労
加
入
に
至
っ
た
こ

の
間
の
経
過
と
抱
負
を
力
強
く
訴
え
た
。
青
年
組
合
員
の
勇
気
と
行
動
に
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な
り
大

き
な
拍
手
で
包
ま
れ
た
。
情
勢
は
確
実
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
先
の
未
来
へ
、
拡
大
に
向
け
参
加
者
全

体
で
決
意
を
新
た
に
し
た
。

▽
６
月
14
日
（
東
京
）

　

東
日
本
本
部
各
地
本
・
地
区
本

　

部
組
織
部
長
会
議

▽
６
月
16
日
（
東
京
）

　

第
５
回
全
国
組
織
検
討
委
員
会

▽
６
月
16
日
（
東
京
）

　

全
国
交
運
共
済
生
協
第
１
０
２

　

回
通
常
総
代
会

▽
６
月
17
日
（
盛
岡
）

　

第
９
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
６
月
18
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
社
経
営
協
議
会

▽
６
月
18
・
19
日
（
東
京
）

　

東
日
本
本
部
貨
物
運
転
士
学
習

阿
部
一
男
氏
の

　

議
席
確
保
に
支
援
を

７
月
20
日
告
示
・
27
日
投
開
票

　

組
織
内
候
補
の
阿
部
一
男
氏

（
67
歳
）
が
社
会
民
主
党
公
認
で

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
花
巻
市

議
会
議
員
選
挙
（
定
数
26
）
が
７

月
20
日
告
示
、
27
日
投
開
票
で
実

施
さ
れ
る
。

　

阿
部
氏
は
、
10
期
目
当
選
を
目
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







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

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

国労加入の経緯を話す木村成克さんと新屋敷幸二副分会長（北上工務分会）

歓迎会は楽しく時間が過ぎた＜写真左から国労加入の
阿部茂樹・木村成克さんと佐々木睦美分会長＞

８
分
会
か
ら
取
り
組
み
の
報
告

　

沢
田
書
記
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

で
始
ま
っ
た
「
組
織
部
長
・
教
宣

部
長
合
同
会
議
」
は
佐
々
木
委
員

長
を
座
長
に
選
出
し
て
進
め
ら
れ

た
。
地
方
本
部
執
行
委
員
会
を
代

表
し
て
佐
々
木
委
員
長
か
ら
「
今

　

５
月
16
日
、
北
上
市
内
の
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
北
上
工
務
分
会
主

催
の
５
月
１
日
付
け
で
国
労
加
入

　

交
流
会

▽
６
月
22
・
23
日
（
東
京
）

　

東
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
拡
大
経
験
交

　

流
集
会

▽
７
月
５
日
（
東
京
）

　

東
日
本
本
部
主
務
職
交
流
会

▽
７
月
６
日
（
盛
岡
）

　

地
方
貨
物
協
議
会
定
期
委
員
会

日
の
会
議
は
、
こ
の
間
の
取
り
組

み
の
成
果
と
課
題
を
確
認
し
加
入

し
て
く
れ
た
若
い
仲
間
を
ど
う
や

っ
て
支
え
て
い
く
か
、
私
た
ち
は

何
が
で
き
る
の
か
を
真
剣
に
議
論

し
て
明
日
か
ら
の
行
動
を
確
認
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
東
日
本
本
部
の
武
田

組
織
部
長
か
ら
①
国
労
東
日
本
に

お
け
る
組
織
拡
大
の
現
状
に
つ
い

て
②
新
規
採
用
者
の
取
り
組
み
状

況
と
会
社
、
他
労
組
の
状
況
に
つ

い
て
③
今
後
の
取
り
組
み
・
課
題

に
つ
い
て
提
起
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
組
織
部
関
係
・
教
宣

部
関
係
の
提
起
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
、

各
分
会
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
た
め

組
織
部
関
係
か
ら
拡
大
に
向
け
成

果
を
挙
げ
た
５
分
会
、
教
宣
部
関

係
か
ら
昨
年
の
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
表
彰
さ
れ
た
３
分
会
が
活
動

報
告
を
行
い
全
体
交
流
に
入
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
５
月
に
青
年

組
合
員
を
拡
大
し
た
北
上
工
務
分

会
の
新
屋
敷
副
分
会
長
よ
り
、

「
拡
大
に
つ
い
て
特
別
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
が
、
仕
事
を
通
じ
て

信
頼
関
係
を
築
き
、
『
飲
み
に
行

く
か
』
と
誘
い
、
こ
の
つ
な
が
り

か
ら
『
飲
み
に
行
き
ま
し
ょ
う
』

と
彼
ら
か
ら
誘
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
い
つ
し
か
国
労
運
動
を
理
解

し
て
も
ら
い
拡
大
に
至
っ
た
」
と

口
火
を
切
り
、
国
労
加
入
し
た
青

年
組
合
員
を
紹
介
し
た
。
木
村
成

克
さ
ん
か
ら
は
、
「
入
社
し
て
４

年
目
に
な
る
が
、
入
社
時
は
労
働

組
合
の
知
識
は
無
く
職
場
配
属
後

に
職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ
飲
み
に

行
っ
た
。
そ
の
席
で
組
合
加
入
用

紙
を
渡
さ
れ
、『
若
手
は
全
員
入
っ

て
い
る
か
ら
入
れ
』
と
言
わ
れ
何

も
考
え
ず
に
判
を
押
し
た
」
と
他

労
組
に
加
入
し
た
経
過
を
話
し
、

続
い
て
「
入
社
２
年
目
か
ら
仕
事

も
組
合
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
新
屋

敷
さ
ん
が
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
最
終
的
に
国
労
加
入
を
決
意

し
た
」
と
堂
々
と
し
た
報
告
に
参

加
者
は
拍
手
を
送
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
青
年
組
合
員
の
勇

気
と
決
意
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
決
し
て
孤
立
さ
せ
る
こ
と
の

無
い
様
つ
な
が
り
を
深
め
、
次
に

加
入
を
考
え
て
い
る
若
い
組
合
員

が
、
国
労
加
入
し
や
す
い
環
境
を

創
り
出
す
運
動
が
必
要
で
あ
る
。

職
場
や
分
会
レ
ク
を
充
実
さ
せ
、

機
関
紙
を
通
じ
て
見
え
る
運
動
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

活
動
報
告
と
全
体
交
流
を
受
け
、

沢
田
書
記
長
が
「
青
年
と
ベ
テ
ラ

ン
組
合
員
が
手
を
組
み
、
国
労
運

動
を
次
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
大
事
。
本
日
の
議
論
を
職
場
に

持
ち
帰
り
、
明
日
か
ら
の
国
労
運

動
の
継
承
と
組
織
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
決
意
を
固
め
合

い
た
い
」
と
集
約
し
参
加
者
全
員

で
確
認
し
た
。

　

会
議
は
、
最
後
に
佐
々
木
委
員

長
に
よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

に
て
散
会
し
た
。

指
し
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

高
齢
者
も
安
心
の
医
療
と
介
護

を
」
中
心
に
格
差
の
是
正
、
花
巻

の
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
林
業
振

興
、
議
会
が
市
民
の
声
を
市
政
に

届
け
る
議
会
改
革
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
の
理
念
を
生
か
し
平
和
に

貢
献
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
訴
え

運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
阿
部
氏

の
議
席
確
保
に
む
け
、
友
人
・
知

人
の
紹
介
な
ど
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
。

【
後
援
会
事
務
所
電
話
】

　

０
１
９
８
（
24
）
０
１
３
８

し
た
２
人
の
新
規
国
労
加
入
組
合

員
大
歓
迎
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
分
会
と
し
て
は
３
月
の

主
務
職
の
方
以
来
で
す
が
、
平
成

採
用
者
の
国
労
加
入
は
初
め
て
と

い
う
こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
に
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
松
井
東
日
本
本
部

委
員
長
を
は
じ
め
、
地
本
・
支

部
・
職
協
や
国
労
議
員
団
、
他
分

会
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

心
温
ま
る
激
励
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
加
入
の
阿
部
茂
樹
（
39

歳
）
、
木
村
成
克
（
25
歳
）
さ
ん

か
ら
は
、
心
強
い
加
入
の
決
意
と

「
新
規
採
用
配
属
の
時
、
何
も
分

か
ら
ず
他
労
組
に
加
入
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
に
、
ず
っ
と
疑
問
を
持
っ

て
き
た
こ
と
」
「
職
場
で
国
労
の

先
輩
達
か
ら
仕
事
を
教
え
て
も
ら

う
中
か
ら
、
他
労
組
の
話
し
て
い

る
国
労
悪
者
呼
ば
わ
り
は
オ
カ
シ

イ
」
等
、
色
々
の
出
来
事
か
ら
国

労
加
入
を
決
意
し
た
経
過
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

職
場
の
仲
間
か
ら
は
、
「
分
割

民
営
か
ら
20
数
年
、
や
っ
と
息
子

と
も
呼
べ
る
世
代
か
ら
国
労
加
入

者
が
生
ま
れ
、
言
葉
に
言
い
表
せ

な
い
く
ら
い
嬉
し
い
」
「
今
後
の

運
動
に
希
望
が
で
き
た
」
等
が
話

さ
れ
、
２
人
の
若
き
組
合
員
の
加

入
は
、
全
組
合
員
の
信
頼
強
化
と

こ
れ
か
ら
の
国
労
運
動
に
計
り
知

れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　

歓
迎
会
は
急
遽
の
バ
ン
ド
演
奏

や
全
員
で
の
組
合
歌
合
唱
等
、
２

時
間
で
は
物
足
り
な
い
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、
最
後
に
更
な
る
組
織

拡
大
を
誓
う
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
全
て
の
職
場
に
組
織
拡
大
の

可
能
性
は
必
ず
あ
る
」
こ
の
こ
と

を
、
今
回
の
２
人
の
加
入
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
若
い
仲

間
と
と
も
に
頑
張
る
こ
と
を
決
意

し
て
報
告
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

北
上
工
務
分
会
分
会
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

睦
美

　青森支部では4月4日
付けて国労加入したＧ
Ｓ社員（女性）の歓迎
集会を5月14日に開催
、多くの組合員が参加
し交流を深めた。

（39）

（25）



＜参加選手名簿＞
大会２日目16日、新潟地本との対戦（写真左が盛岡地本）

600人が参加した集会で「戦争を防ぐのが政治家」と訴える佐高信氏

岩手中央メーデーは例年通り５月１日開催
（盛岡城跡公園）

国　　労　　盛　　岡 2014年６月10日（２）
組合員の購読料は
組合費の中に含む（ ）（ ）昭和29年12月25日

第３種郵便物認可
（１部30円）

発行定日　毎月10日

予
選
・
地
本
チ
ー
ム
１
勝
１
敗

決
勝
・
３
位
決
定
戦
に
進
め
ず

予
選
・
地
本
チ
ー
ム
１
勝
１
敗

決
勝
・
３
位
決
定
戦
に
進
め
ず

第14回東日本本部
軟 式 野 球 大 会

政
府
は
平
和
憲
法
を
守
れ
と

600
人
の
参
加
者
で
デ
モ
行
進

政
府
は
平
和
憲
法
を
守
れ
と

600
人
の
参
加
者
で
デ
モ
行
進

戦争をさせない！
岩手県民総決起集会

みんなの暮らしの底上げの実現を！
＝＝第85回メーデー・国労の旗揚げ各地で参加＝＝

　

第
14
回
国
労
東
日
本
本
部
野
球

大
会
が
５
月
15
日
・
16
日
の
両
日
、

東
京
都
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園

で
開
催
さ
れ
盛
岡
地
本
か
ら
浅
井

敏
治
監
督
（
八
戸
工
務
）
率
い
る

選
手
15
人
と
及
川
教
宣
部
長
・
西

舘
書
記
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
予
選
２
試
合
行
い
、
予

選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を

１
位
通
過
し
た
チ
ー
ム
が
決
勝
戦

へ
進
出
し
、
２
位
通
過
し
た
チ
ー

ム
が
３
位
決
定
戦
へ
進
む
方
式
で

行
わ
れ
た
。
盛
岡
は
予
選
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
（
新
潟
・
水
戸
・
東
京

Ａ
・
長
野
・
盛
岡
）
の
５
チ
ー
ム

に
入
り
長
野
・
新
潟
と
対
戦
が
決

定
。
初
日
の
１
回
戦
は
昨
年
優
勝

の
長
野
と
対
戦
し
、
相
手
の
若
い

ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
し
「
あ
と
１

本
」
が
出
ず
惜
し
く
も
２
―
４
で

敗
戦
し
た
。
翌
日
の
２
回
戦
は
１

回
戦
で
水
戸
に
打
ち
勝
ち
、
１
勝

し
て
い
る
新
潟
と
対
戦
。
１
回
か

ら
両
チ
ー
ム
点
の
取
り
合
い
と
な

っ
た
が
、
な
ん
と
か
逃
げ
き
り
９

―
６
で
勝
利
し
た
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
予
選
２
勝
を
挙
げ
た
東
京
Ａ

が
決
勝
へ
進
出
し
た
。
１
勝
１
敗

で
盛
岡
・
長
野
・
新
潟
の
３
チ
ー

ム
が
並
び
３
位
決
定
戦
進
出
を
か

け
抽
選
会
を
行
っ
た
。
抽
選
の
結

果
、
長
野
が
３
位
決
定
戦
に
進
出

す
る
こ
と
に
な
り
、
残
念
な
が
ら

盛
岡
は
予
選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
３
位

の
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　

決
勝
は
東
京
Ａ
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

１
位
の
仙
台
が
対
戦
し
11
―
６
で

東
京
Ａ
が
勝
利
し
優
勝
。
３
位
決

定
戦
は
長
野
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位

の
東
京
Ｂ
が
対
戦
し
８
―
０
で
東

京
Ｂ
が
勝
利
し
た
。

　

他
の
チ
ー
ム
を
見
る
と
、
若
い

組
合
員
が
参
加
し
活
躍
し
て
い
る

印
象
を
受
け
た
。
盛
岡
は
全
員
が

50
代
以
上
と
な
り
チ
ー
ム
の
若
返

り
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
２

年
後
の
大
会
は
し
っ
か
り
拡
大
に

取
り
組
み
、
若
い
力
を
補
強
し
た

い
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
ベ
テ
ラ

ン
の
力
も
必
要
で
あ
り
、
長
野
戦

で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
接
戦
ま
で

持
ち
込
む
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
。
試
合
に
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
に

な
り
他
の
チ
ー
ム
で
は
怪
我
を
さ

れ
た
組
合
員
も
い
る
中
で
、
盛
岡

は
怪
我
人
も
な
く
無
事
試
合
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
浅
井
監
督
か
ら
「
暑
さ

の
中
、
熱
中
症
や
怪
我
人
も
な
く

無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
抽
選
で
負
け
た
の
は
残
念
だ

が
、
も
う
１
試
合
あ
れ
ば
（
抽
選

で
勝
て
ば
）
怪
我
人
が
出
た
か
も

し
れ
な
い
。
２
日
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
」
と
の
あ
い
さ
つ
で
締
め

会
場
を
後
に
し
た
。

職　場　名
八戸新幹線保線技術センター
一関保線技術センター
盛岡保線技術センター
盛岡土木技術センター
盛岡土木技術センター
盛岡電力技術センター
東北ロジステック/出向
八戸臨海鉄道/出向
東北ロジステック/出向
盛岡総合鉄道
青森運輸区
青森運輸区

青い森鉄道/出向
八戸運輸区

八戸新幹線保線技術センター
盛岡電力技術センター

分会名
八戸工務
一関工務
盛岡施設
盛岡施設
盛岡施設
盛岡電気
盛岡貨物
盛岡貨物
盛岡貨物
盛岡貨物
青森運輸区
青森運輸区
青森施設
八戸運輸
八戸工務
盛岡電気

氏　名
浅井　敏治
菊池　辰夫
鈴木不二人
工藤　賢二
立花　一穂
高橋　幸治
梅沢　　昇
佐々木　忠
吉田　　等
久保田勝雄
八嶋　昌二
八戸　勝明
逢坂喜美雄
澤頭　俊幸
伊東　　馨
及川　　孝

監　督
主　将
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
選　手
引率者

　

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
！
県
民
総

決
起
集
会
」
が
、
５
月
31
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
岩
手
教
育
会
館
大

ホ
ー
ル
で
約
６
０
０
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。
（
国
労
も
盛
岡
・

北
上
・
一
関
地
区
か
ら
約
20
人
が

参
加
）

　

当
日
は
、
２
部
構
成
で
進
め
ら

れ
１
部
は
、
「
戦
争
を
さ

せ
な
い
！
岩
手
県
委
員
会

結
成
総
会
」
、
代
表
呼
び

掛
け
人
の
弁
護
士
石
橋
乙

秀
氏
、
平
和
環
境
岩
手
県

セ
ン
タ
ー
議
長
砂
金
良
昭

氏
か
ら
「
岩
手
で
も
、『
戦

争
を
さ
せ
な
い
！
岩
手
県

委
員
会
』
を
発
足
し
、
憲

法
９
条
を
空
文
化
し
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認

め
、
戦
争
準
備
を
進
め
る

秘
密
国
家
を
つ
く
ろ
う
と

す
る
政
府
へ
の
批
判
活
動
と
行
動

へ
の
参
加
を
、
幅
広
く
県
民
に
訴

え
て
い
こ
う
！
ぜ
ひ
賛
同
と
県
内

で
13
万
筆
を
目
標
に
署
名
行
動
に

取
り
組
む
」
と
の
挨
拶
を
受
け
、

満
場
の
拍
手
に
よ
り
結
成
承
認
さ

れ
た
。

　

２
部
は
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
！

県
民
総
決
起
集
会
」
、
基
調
講
演

と
し
て
「
さ
ら
ば
、
独
裁
者
・
徹

底
検
証
・
暴
走
す
る
安
倍
政
権
」

と
題
し
講
師
の
佐
高
信
氏
（
評
論

家
・
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０

人
委
員
会
呼
び
掛
け
人
）
が
約
１

時
間
に
渡
り
講
演
。
「
政
治
家
の

役
目
は
戦
争
を
防
ぐ
こ
と
、
そ
の

た
め
に
外
交
が
あ
る
。
国
民
の
財

産
と
生
命
を
守
る
の
は
警
察
で
あ

り
、
自
衛
隊
が
守
る
の
は
と
き
の

政
権
（
現
安
倍
政
権
）
で
あ
る
。

多
く
の
国
民
は
勘
違
い
を
し
て
い

る
」
と
力
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
教
組
高
橋
副
委
員

長
、
県
交
通
中
崎
書
記
長
、
ア
イ

女
性
会
議
竹
原
事
務
局
長
か
ら
、

再
び
教
え
子
を
戦
場
に
送
っ
て
は

な
ら
な
い
！
真
実
を
見
抜
く
目

（
Ｉ
・
ア
イ
・
目
）
確
か
な
目
で

物
事
の
本
質
を
見
よ
う
！
と
の
決

意
表
明
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
小
西
和
子
岩
手
県
議
会

議
員
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
閉
会
し
た
。

　

集
会
を
終
わ
り
定
刻
午
後
３
時

15
分
か
ら
同
会
場
か
ら
デ
モ
行
進

に
入
り
、
「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認　

反
対
！
」
「
政
府
は
平

和
憲
法
を
守
れ
！
」
等
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
、
道
行

く
多
く
の
市
民
か
ら
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
菜
園
を
通
り
、
開
運
橋

前
で
流
れ
解
散
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

盛
岡
運
輸
区
分
会　

細
川　

勝
範

盛岡地区協の参加者約50人も集会後元気にデモ行進

一戸地区は、夜に地区労で開催（国労3人参加）

作成したプラカードを手に記念のスナップ
（北上・さくらホール）

磐井川河川敷で、国労も15人参加（一関）

遠野では市体育館で開催（国労5人参加）

宮古は三陸鉄道広場で、早期の復興を訴え！（国労7人参加）

斎藤憲雄青森市議も参加し10月の市議選挙
への協力を要請（青森）

八戸も独自メーデー、退職者も含め23人の参加で交流会へ

国労独自の青森地区メーデー、退職者、家族を
含め120人が参加（青森労働福祉会館）




